
胸
講
師
…
馬
場
明
四
郎
氏
。

【
①
②
共
通
項
目
】

胸
会
場
…
中
央
公
民
館
。

胸
定
員
…
各
講
座
　
人
ず
つ
。

30

胸
申
し
込
み
…
電
話
ま
た
は
左
記

窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

架
中
央
公
民
館（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

「
ザ
・
探
求
マ
ン
！
」

　
～
七
宝
焼
き
に
挑
戦
～

　
七
宝
焼
き
で
色
鮮
や
か
な
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
。

胸
日
時
…
2
月
6
日
臥
・
午
後
1

時
～
3
時
。

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
原
）。

胸
対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
生

（
保
護
者
の
参
加
も
可
）。

胸
定
員
…
　
人
。

20

胸
参
加
費
…
1
人
に
つ
き
5
0
0

円
（
材
料
費
。
保
護
者
1
人
、
子

2
人
な
ら
3
人
分
1
街
5
0
0
円
、

当
日
徴
収
）。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
臥
・
午

16

後
1
時
か
ら
電
話
、
ま
た
は
左
記

窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

架
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8

0
0
）。

和
装
本
を
作
ろ
う
！

　
大
森
図
書
館
で
は
、
和
装
本
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い

胸
日
時
…
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9

14

時
～
正
午
。

胸
会
場
…
文
化
ホ
ー
ル
。

胸
対
象
…
成
人
。

胸
定
員
…
　
人
。

20

胸
講
師
…
横
山
謙
次
氏
（
市
文
化

財
審
議
会
委
員
）。

胸
参
加
費
…
5
0
0
円
（
材
料
費

な
ど
）。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
峨
・
午

19

前
9
時
か
ら
電
話
、
ま
た
は
左
記

窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

架
大
森
図
書
館（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

③
登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
の
装
着
…
犬
の
首
輪
に
は
、

鑑
札
と
注
射
済
票
を
必
ず
着
け
て

く
だ
さ
い
。

④
飼
い
犬
の
し
つ
け
…
飼
い
主
の

指
示
に
従
う
よ
う
に
、
ま
た
、
人

を
咬
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
つ

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
飼
い
犬
の
係
留
（
千
葉
県
犬
取

締
条
例
）
…
犬
は
、
必
ず
つ
な
い

で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
は
、

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
短
い
引
き

綱
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
場
合
の

届
出
（
千
葉
県
犬
取
締
条
例
）
…

飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
飼
い
主
は
必
ず
印
旛

保
健
所
（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―

1
1
3
3
）
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

架
生
活
環
境
課
環
境
指
導
班
（
緯

内
線
3
6
5
・
3
6
6
）。

平
成
　
年
度

21

苛
印
旛
沼
環
境
基
金

　
助
成
事
業
成
果
報
告
会

　
当
基
金
か
ら
助
成
を
受
け
、
印

旛
沼
お
よ
び
流
域
の
水
質
浄
化
、

環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
し
た

小
・
中
・
高
等
学
校
、
大
学
お
よ

び
一
般
団
体
の
活
動
成
果
報
告
会

を
行
い
ま
す
。

胸
日
時
…
1
月
　
日
画
・
午
前
9

22

時
　
分
～
（
受
け
付
け
9
時
～
）。

20
胸
会
場
…
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー

（
佐
倉
市
）。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

胸
日
時
…
2
月
　
日
牙
・
　
日
画

18

19

・
午
前
9
時
　
分
～
午
後
5
時
。

30

胸
会
場
…
平
岡
自
然
の
家
。

胸
対
象
…
学
校
、
病
院
、
工
場
、

文
化
財
な
ど
消
防
法
施
行
令
別
表

第
一
に
掲
げ
る
施
設
で
、
不
特
定

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
延
べ
面
積
3
0
0
愛

以
上
、
そ
れ
以
外
は
5
0
0
愛
以

上
の
施
設
に
お
い
て
管
理
監
督
的

地
位
に
あ
る
人
を
原
則
と
す
る
。

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
一
定
の

社
会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
面

積
制
限
な
し
。

胸
定
員
…
1
0
0
人
。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
俄
～
　

18

22

日
画
（
初
日
と
2
日
目
は
、
管
内

在
住
・
在
勤
者
を
対
象
）
に
受
講

料
4
街
0
0
0
円
、写
真
2
枚（
縦

4
唖
×
横
3
唖
）
を
そ
れ
ぞ
れ
申

請
書
お
よ
び
受
講
票
に
貼
付
し
、

左
記
に
直
接
提
出
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
左
記
窓
口
お

よ
び
管
内
の
消
防
署
・
分
署
で
配

布
。
ま
た
、
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

架
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（
緯
碓46 
9
9
7
1
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://h
o
m
e
p
ag

e
2
.n
ifty
.co
m
/fire

-in
za

ich
ik
u
/

）。

い
ん
ば
沼
フ
ォ
ー
ラ
ム
　in

や
ち
よ

　
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
お
よ
び
八

千
代
市
主
催
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

胸
日
時
…
2
月
6
日
臥
・
午
後
1

時
　
分
～
5
時
（
受
け
付
け
0
時

30
　
分
～
）。

20胸
会
場
…
八
千
代
台
文
化
セ
ン
タ

ー
。

胸
定
員
…
2
0
0
人
（
先
着
順
）。

胸
参
加
費
…
無
料
。

胸
内
容
…
次
の
と
お
り
。

服
装
で
、
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡

（
自
宅
に
あ
れ
ば
）
持
参
。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
俄
（
当

25

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
①
住
所
②

参
加
者
全
員
の
氏
名
③
年
齢
④
職

業
（
学
年
）
⑤
連
絡
先
電
話
番
号

を
明
記
し
、
は
が
き
、
ま
た
は
F

A
X
、
E
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

※
詳
細
は
、
後
日
連
絡
。

架
生
活
環
境
課
環
境
保
全
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森

2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
8

・
胃
碓42 
5
3
3
9
・
Ｅ
メ
ー
ル
 s

e
ik
atu
k
a@
m
l.city

.in
za

i.ch
ib
a.jp

）。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

①
「
環
境
問
題
と
食
糧
」

　
環
境
汚
染
が
健
康
や
食
糧
に
与

え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

胸
日
時
…
1
月
　
日
臥
・
午
前
　

23

10

時
～
正
午
。

胸
講
師
…
堀
江
義
一
氏
（
千
葉
県

環
境
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

②
「
健
康
作
り
～
食
～
」

　
医
食
同
源
と
い
う
言
葉
も
あ
る

と
お
り
、
健
康
づ
く
り
と
食
の
関

係
は
密
接
で
す
。

　
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
日
時
…
1
月
　
日
臥
・
午
後
1

23

時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

胸
参
加
費
…
無
料
。

架
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
緯
0
4

3
―
4
8
5
―
0
3
9
7
）。

排
水
設
備（
水
洗
化
）工
事
は

「
指
定
下
水
道
工
事
店
」で

　
市
で
は
、
排
水
設
備
（
水
洗
化
）

工
事
に
必
要
な
専
門
的
知
識
と
技

術
を
持
ち
、
適
切
な
工
事
の
施
工

と
事
務
手
続
き
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
業
者
を
「
指
定
下
水
道
工
事

店
」
と
し
て
指
定
し
、
指
定
工
事

店
以
外
で
は
排
水
設
備
等
の
工
事

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
が
正
し
く
行
わ

れ
な
い
と
、
排
水
設
備
の
詰
ま
り

や
故
障
の
原
因
と
な
り
、
利
用
者

の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で

な
く
、
公
共
下
水
道
施
設
全
体
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
適
切
な
事
務
手
続
き

が
行
わ
れ
な
い
と
、
使
用
料
に
関

す
る
問
題
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

飼
い
犬
に
は
登
録
と

　
　
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
狂
犬
病
の
発
生
を
予
防
し
、
ま

ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
飼
い
主
は
、

次
の
こ
と
を
守
り
、
責
任
を
も
っ

て
適
正
に
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
の
登
録
（
狂
犬
病
予
防
法
）

…
生
後
　
日
以
上
の
犬
に
は
、
生

91

涯
1
回
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
市
生
活
環
境
課
で
行

っ
て
い
ま
す
。

②
狂
犬
病
予
防
注
射
（
狂
犬
病
予

防
法
）
…
生
後
　
日
以
上
の
犬
に

91

は
、
毎
年
1
回
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
小
林
千
代
美
氏
（
郷
土
歴
史
作

家
）
に
よ
る
特
別
講
演
「
あ
ば
れ

沼
と
八
千
代
の
人
々
の
苦
し
み
」。

②
座
談
会
「
大
丈
夫
か
？
い
ん
ば

沼
…
！
～
生
き
も
の
た
ち
の
世
界

か
ら
～
」。

毅
座
長
…
本
橋
敬
之
助
氏
（
苛
印

旛
沼
環
境
基
金
・
農
学
博
士
）。

毅
パ
ネ
ラ
ー
…
中
村
俊
彦
氏
（
千

葉
県
中
央
博
物
館
・
農
学
博
士
）、

小
出
可
能
氏
（
苛
自
然
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
・
農
学
博
士
）、
川
津
浩

二
氏
（
千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
内
水
面
水
産
研
究
所
）、浅

野
俊
雄
氏
（
苛
日
本
野
鳥
の
会
）。

架
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
緯
0
4

3
―
4
8
5
―
0
3
9
7
）。

北
千
葉
道
路

　
　
　
リ
レ
ー
パ
ネ
ル
展

　「
北
千
葉
道
路
」を
詳
し
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
沿
線
市
町
を

リ
レ
ー
形
式
で
つ
な
ぐ
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

胸
期
日
…
2
月
1
日
俄
～
5
日
画
。

胸
会
場
…
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
。

※
北
千
葉
道
路
に
関
す
る
問
合
わ

せ
は
、
関
東
地
方
整
備
局
千
葉
国

道
事
務
所
計
画
課
（
緯
0
4
3
―

2
8
7
―
0
3
1
4
）。

架
企
画
政
策
課
交
通
政
策
室
（
緯

内
線
4
7
3
）。

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で

野
鳥
観
察
会

　
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
ふ
れ
あ

う
第
5
回
自
然
探
検
隊
を
千
葉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
調
整
池
周
辺
で
開
催

し
ま
す
。

胸
日
時
…
2
月
6
日
臥
・
午
前
9

時
　
分
～
　
時
　
分
。

30

11

30

胸
対
象
…
原
則
、
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
（
未
就
学
児
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
）。

胸
定
員
…
　
人
程
度
。

30

胸
参
加
費
…
1
0
0
円（
保
険
料
）。

胸
そ
の
ほ
か
…
歩
き
や
す
い
靴
と

（３）平成２２年（２０１０）１月１５日号

講
座
・
催
し

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
公
開
講
座

『
描
か
れ
た
房
総
』

胸
日
時
…
2
月
7
日
蚊
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

胸
会
場
…
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ（
施
設
以
外
に
駐
車
場
あ
り
）。

胸
講
師
…
高
橋
覚
氏
（
千
葉
県
立

中
央
博
物
館
大
多
喜
分
館
上
席
研

究
員
）。

胸
参
加
費
…
5
0
0
円
。

架
印
西
歴
史
愛
好
会
・
田
中（
緯
0

9
0
―
9
2
3
1
―
7
8
8
8
）。

怯
福
祉
関
係
就
職
面
接
会

胸
日
時
…
1
月
　
日
我
・
午
後
2

20

時
～
（
受
け
付
け
1
時
　
分
～
）。

30

胸
会
場
…
成
田
中
央
公
民
館
。

胸
対
象
…
管
内
事
業
所
（
　
事
業

15

所
前
後
予
定
）、
福
祉
、
介
護
職
を

希
望
す
る
人
。

架
成
田
公
共
職
業
安
定
所
福
祉
人

材
コ
ー
ナ
ー
（
緯
碓27 
8
6
0
9
）。

環
境

　農林水産省では、平成22年２月１日現在
で、「2010年世界農林業センサス」を実施し
ます。この調査は、我が国の農林業・農山村
地域の実態を明らかにする最も基本的な調査
です。
　１月中旬から農林業関係者のみなさまのと

ころに「調査員証」
を携行した調査員
がお伺いしますの
で、ご協力をお願
いいたします。
架市情報管理課文
書統計班（緯内線
462・463）。

2010年世界農林業センサスに
ご協力ください

マスコットキャラク
ターの「つっちー」

　
平
成
７
年
１
月
　
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

１７

災
を
機
に
、
毎
年
１
月
　
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１７

ア
の
日
」、
１
月
　
日
～
　
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１５

２１

ア
週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
国
民
が
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
お
よ
び
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
、
広
く
認

識
を
深
め
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
族
み
ん
な
で
地
震
へ
の
備
え
や
心

構
え
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

架
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
４
５
３
）。

　
排
水
設
備
工
事
の
相
談
、
見
積

も
り
、
施
工
に
つ
い
て
は
、
必
ず

市
の
「
指
定
下
水
道
工
事
店
」
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
の
申

し
込
み
か
ら
完
了
ま
で
の
諸
手
続

き
は
、
み
な
さ
ん
に
替
わ
っ
て
指

定
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
。

架
上
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯

内
線
5
5
3
）。

災害の備えと準備を再確認
「防災とボランティア週間」

　『
広
報
い
ん
ざ
い
平
成
　
年
1
月
1
日
号
』
7
ペ
ー
ジ
目

22

「
保
育
園
の
入
園
の
申
し
込
み
」
の
「
市
内
保
育
園
一
覧
」

で
「（
民
間
）
認
定
こ
ど
も
園
し
お
ん
保
育
園
」
の
電
話
番

号
を
「
緯
碓46 
6
6
0
0
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
緯
碓46 
1
3
2
9
」
で
す
。

　
ま
た
、
同
ペ
ー
ジ
中
「
ミ
ニ
・
ガ
イ
ド
パ
ー
ト
Ⅱ
」
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
春
初
詣
ウ
ォ
ー
ク
」
の
日
時
で
「
1
月
　
日
16

蚊
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
1
月
　
日
臥
」
で

16

す
。
　
お
詫
び
と
共
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

償
却
資
産
の

　
　
　
申
告
は
お
早
め
に

　
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
の

申
告
期
限
は
、
2
月
1
日
俄
ま
で

で
す
。

　
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
（
個

人
・
法
人
）
は
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

架
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
2

6
4
・
2
6
5
）。

税
金

胸お詫びと訂正胸


